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 三田祭期間中で大学は休み。ゆえに、ちょいと暇にしているので、一筆。 

 今年の上半期に大ヒットしていたゲゲゲの女房――僕は、この番組、ＮＨＫ朝の連続テ

レビ小説の中で過去最低であった初回視聴率 14.8％の第 1回目からみていた。理由は、日

経で連載されていた水木しげる氏の「私の履歴書」が、僕の中では歴代 1位のおもしろさ

だったからである。そこで、この番組が始まる前から、ゲゲゲの女房は久しぶりにおもし

ろい連続テレビ小説になるからと言って、初回からみるように会う人会う人に勧めていた。

そして、案の定、なんだか、日本中が盛り上がることになってしまっていた。平均視聴率

が 18.6％、最終回は番組最高の 23.6％ともなれば、まぁ、雑談時に話題に出しても、だい

たいの人が、あああのことかと分かってくれるようになる。 

 

 ということで、有名になったドラマをネタに、授業や飲みに行ったりしたときに話して

いたことは、ゲゲゲの女房と経済成長という話しである。 

 主人公の武良布枝さんと水木しげる氏が結婚をしたのは、1961年。その時の彼らの家の

中の様子は？ 

 

 実際のところな～んにもない。電話もなければ、洗濯機もなければ、な～んにもない。

新婚当初の彼らが貧乏だったということよりも、あの時代には、みんながみんな、電話も

なければ、洗濯機もなんにもなかったわけである。ドラマの中では、車やエアコンなんて

のは、随分と後になって登場する1。 

 でも、最終回の頃には、家の中には、なんでもかんでも揃っていた。 

 はい、この変化、いわゆる生活水準の向上（？）が、経済成長なんだよなっと――本当

は、生活水準の向上というよりは、便利さの向上と言いたいところだけど。便利にはなっ

たけど、生活水準が向上して豊かになったたかどうかは分からないからね。。。 

 

                                                   
1 ちなみに、高度経済成長を牽引した三種の神器は、 

1950年代後半 白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫 

1960年代半ば カラーテレビ、クーラー、自動車。 



 でっ、僕が今、中国やインドに行けば、ゲゲゲの女房が結婚した頃の、あのな～んにも

ない家を、数多くみることができると思う。そんなところだったら、日本で 1960年の国民

所得倍増計画が想定した、10年間で所得を 2倍にする、年率 7.2％成長の実現も夢ではな

い。でも、ゲゲゲの女房の最終回時の家の中のように、多くの家の中で消費が飽和してい

る今の日本で、大きな経済成長を公約に掲げてみても、その実現は無理に決まっている。

４％だ５％だの経済成長を！と唱える政治家さんたちがいたら、今年から来年にかけて僕

らの生活水準をどうやってそんなに大きく引き上げてくれるつもりなの？と聞きたくなる。 

 

 せいぜい出来ることは、まだ消費が飽和していない「人」や「サービス」に、死蔵して

いる所得を移転して需要を創出することくらいなわけで、それが所得再分配を通じた積極

的社会保障政策という話になるわけである。でも、積極的社会保障政策を実行できたから

と言って、耐久消費財がどんどんと登場し、それを購入する人口も増加しており、一人一

人のライフスタイルは大きく変化していた時代ほどの成長を保証できるはずがない。僕が、

成長戦略！と連呼する政治家や多くのエコノミストを小馬鹿にしている理由は、そのあた

りにある。 

 

 一昨日の北大シンポでも使ったスライドをアップしておきます。ささやかなことであっ

ても、他に選択肢もないから行うべきことは、社会全体の消費性向を高めること。消費性

向の高まりが、ほんのわずかであっても、それが国民所得に与える累積効果は、無視する

にはもったいない大きさをもっているものだと思うよ――他にこれと言った手段もないん

だし。 

 



 

 



 

 

 それと、昔から言っていることで、一昨日の北大シンポでも言ったことだけど、たとえ

ば、医療費が増えたとしても、その医療費の増加分が、他の財・サービスの消費を減らし

ている場合は、その時、経済成長が起こったとは言わないんだよね。その増加した医療費

が、次の図にみるように、公的医療費であれ、私的医療費であれ、他の需要を減らしてい

るのならば、同じこと。 

 

 

 成長産業と経済成長の話をしたいのならば、次の図にあるように、医療費が伸びた、そ

の時、他の財・サービスの需要が増えたとか、医療費が増えた、それでも、他の財・サー



ビスの需要は変わらなかったと言わないとな。 

 

  

とにかく、有効需要がないと経済ははじまらないもんだ――この当たり前の考え方を、

世の中ではケインズ経済学というらしい。 
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